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はじめにはじめに

　2020 年から始まった新型コロナウィルス感染症の拡大

は、図書館における利用者ニーズの変容をもたらした。

感染拡大以前から、非来館型のサービスは定着してきて

いたが、感染拡大により、その傾向はより強まった。

　早稲田大学図書館（以下、図書館）では、段階的に利

用者サービスが再開されることになったが、来館者数の

回復に伴い、ポストコロナにおける図書館のありかたが

議論されることになった。どのようにすれば「来館する

こと」が利用者の価値となるかが模索された。

　この価値の模索の一環として、早稲田大学アカデミッ

クソリューション（以下 WAS）では、入館してすぐに目

に入る新着図書架の半面を恒常的に飾る展示について、

図書館に提案した。来館の目的とは異なる図書や知識と

の偶然の出会いが、利用者の知的好奇心や刺激、新しい

価値となることを意図したものである。

　この提案は図書館に受け入れられ、以後現在に至るま

で、継続して展示を続けている。

1. 中央図書館における展示への協力について1. 中央図書館における展示への協力について

　WAS 図書館チーム

で は、2015 年 ご ろ

より、中央図書館 4

階 AV ルームにおけ

る展示活動を実施し

てきた。主に季節や

その年の話題などを

取り上げて、関連す

る視聴覚資料を展示する形を取っている。資料の選定、

および装飾品の制作、レイアウトは、アルバイトスタッ

フが担当している。

　また、2019 年からは図書館が主催する Library Week

において、展示企画に協力してきた。2023 年秋学期まで

に、以下の通りの展示を実施した。

2. 展示の常設化2. 展示の常設化

　常設展示に関する図書館への提案が受け入れられ、

2021 年 12 月より展示を開始した。2023 年 12 月までの

展示の記録は以下の通りとなる。

ポストコロナの早稲田大学中央図書館における展示について

株式会社早稲田大学アカデミックソリューション

学術リテラシー事業部　図書館セントラルチーム

AVルームにおける展示の例（2022 年 9 月）

Library Week（2021 年 10月） Library Week（2022 年 4月）

Library Week（2022 年 10月）
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　常設展示のテーマは、季節や国内の行事に関連して選

定することが多いが、早稲田大学内の博物館展示と連動

する場合もある。例えば「村上春樹のポートレイト・イン・

ジャズな世界」は、国際文学館（村上春樹ライブラリー）

における 2022 年春季収蔵品展である「音／言葉を刻む、

ジャズと文学」と関連する内容となっている。

　WAS 図書館チーム社員以外にも、アルバイトスタッフ

が制作を主導している展示も多い。この場合、資材の調

達などは WAS 社員が担当するが、選書、装飾品の制作、

レイアウト、実際の配架に至るまで、すべてアルバイト

スタッフが担当する。

　常設展示の準備には、1 か

月～ 2 か月程度の期間を要す

る。そのため、事前に半年程

度の展示計画を立てておく必

要がある。本稿執筆時点では、

2024 年 5 月分までの展示ス

ケジュールが確定している。

3. 展示に関する利用者の反応について3. 展示に関する利用者の反応について

　2023 年秋の Library Week では、「図書館交信ポスト」

が設置され、利用者より中央図書館についての意見や質

問が 71 件寄せられた。その中には、常設の展示に関す

る質問、メッセージが 6 件あり、いずれも好意的なもの

であった。以下抜粋して紹介する。

　「毎日２階の企

画を楽しみにして

います。春学期の

日本文学史の展示

が特に良かったで

す。実際展示を行

うことで貸し出し

数は増えるのです

か？」

　「いつもテーマ展示を楽しみにしています。たしか夏

休み前に行っていた世界の名作文学（？）の展示が特に

面白かったです。展示が終了してもどんな本が並べられ

ていたのかわかるように、一部のタイトルだけでも Web

上などで公開していただけると嬉しいです。後になって

気になっていた本のタイトルが思い出せないことがよく

あるので。」

　「2 階エントランスにディスプレイされている選書がお

もしろく、いつも思わず手に取ってしまいます。今後も

素敵な展示を続けてくだ

さい！」

　「いつも２F入口近くの

棚に並べてある、その時

期に合わせた内容の本の

チョイスを見るのを楽し

みにしています！」

　「夏にやっていた日本

近代文学に関する展示が

すごかったです。興味は

あるけど難しそうで

とっつきにくい…と

思っていた本を読む

きっかけになりまし

た！ぜひ常設展にし

てほしいなあと思い

ました。海外文学編

とかも見てみたいで

す。」

4. 今後の展示について4. 今後の展示について

　展示の常設化以降、企画立案については原則として

WAS 社内のみで完結させてきた。2024 年以降は、これま

での成果を踏まえ、さらに多様な展示を提案すべく、図

書館および学内他箇所との共創による展示企画も構想し

ていきたいと考えている。

2022年 11月 文豪マンション

2022 年 1月村上春樹の

ポートレイト・イン・ジャズの世界

2023 年 2月　北欧

2023 年 7月　日本文学

2022年 5月～6月　みんな、早稲田の学生だった


